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市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
公
衆
衛
生
全

般
に
渡
っ
て
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
衛
生
組
合
で
は
地
区
ご
と
に
定
期
的

な
清
掃
活
動
や
見
回
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
最
近
は
幹
線
道
路
や
側
道
な
ど
を
中
心
に

ポ
イ
捨
て
行
為
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
が
側
溝
や
河
川
へ
流
入
す
る
と
、
海
へ
流

れ
出
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、
海
洋
流
出
ご
み

の
約
７
割
は
内
陸
か
ら
河
川
を
通
じ
て
海
へ
流

れ
出
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
沢
市
で
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣

言
」を
行
い
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
抑
制
や
流

出
防
止
策
と
し
て
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
活
動
促

進
や
、
環
境
フ
ェ
ス
な
ど
で
そ
の
周
知
も
行
っ

て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
取
り
組
み
へ
の
一
層
の
御

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
衛
生
組
合
と

し
て
も
地
域
の
美
化
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、
ご
み
袋
の

提
供
や
集
め
た
ご
み
の
回
収
な
ど
市
の
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
み
ん
な
で
き
れ

い
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

米
衛
連
だ
よ
り
発
行
に
よ
せ
て

米
沢
市
衛
生
組
合
連
合
会

会
長
　
渡
部
　
一
雄

　
今
年
度
の
第
１
回
指
導
者
研
修
会
が
11
月
16

日
に
松
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
各
支
部
か
ら
役
員
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
各
支
部
の
優
良
な
取
り

組
み
を
知
っ
て
も
ら
い
、
他
支
部
事
業
の
参
考

に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
咀

嚼
に
よ
っ
て
健
康
長
寿
を
目
指
し
て
い
る
東
部

支
部
の
か
み
か
み
運
動
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
山
形
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
・

形
成
外
科
学
講
座
石
川
恵
生
医
師
か
ら
、「
お

口
の
健
康
と
全
身
の
健
康
の
関
係
～
口
腔
ケ
ア

の
重
要
性
～
」
に
つ
い
て
、
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
歯
や
口
腔
内
の
健
康
状
態

が
全
身
の
健
康
に
直
結
す
る
こ
と
が
詳
し
く
説

明
さ
れ
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
肺
炎
の

リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
歯
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
口
腔
ケ

ア
を
行
う
こ
と
が
重

要
と
い
う
こ
と
を

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
」
と
好
評

で
し
た
。

　
講
演
に
続
き
、「
家

庭
で
で
き
る
噛
む
料

理
」
と
し
て
、
東
部
支
部
の
他
、
野
菜
ソ
ム
リ

エ
Ｐ
ｒ
ｏ
樋
渡
由
美
さ
ん
、
岡
村
副
会
長
、
近

隣
の
大
学
生
が
調
理
し
た
計
11
品
の
試
食
を
行

い
ま
し
た
。
東
部
支
部
か
ら
は
、
五
目
豆
や
手

作
り
の
切
り
干
し
大
根
を
使
っ
た
料
理
、
樋
渡

さ
ん
や
岡
村
副
会
長
か
ら
は
キ
ク
ラ
ゲ
や
ク
リ

な
ど
の
料
理
の
他
、
ジ
ビ
エ
料
理
も
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
主
食
の
噛
み
応

え
を
比
較
す
る
た
め
、
玄
米
、
小
麦
パ
ン
、
生

米
パ
ン
の
食
べ
比
べ
も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
歯
と
噛
む
こ
と
の
重
要

性
を
実
感
し
た
」、「
普
段
の
食
生
活
で
も
嚙
む

料
理
に
挑
戦
し
た
い
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

参
加
し
た
大
学
生
か
ら
は
、「
普
段
簡
単
な
も

の
し
か
作
ら
な
い
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
学
ん

だ
レ
シ
ピ
を
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
の
感

想
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
当
連
合
会
で
は
、
来
年
も
支
部
の
優
良
事
業

の
紹
介
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
１
回
指
導
者
研
修
会

第
１
回
指
導
者
研
修
会

か
み
か
み
運
動
開
催
！

か
み
か
み
運
動
開
催
！



令
和
６
年
９
月
18
日
に
飯
豊
バ
ス
研

修
を
開
催
し
、
各
支
部
役
員
27
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
飯
豊
源
流
の
森
セ
ン

タ
ー
で
森
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
か
ら
学
び
な
が
ら
森
林

散
策
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
般
財
団
法
人 

山
形
県

理
科
学
分
析
セ
ン
タ
ー
理
事
長 

大
泉

茂
氏
よ
り
、
米
沢
市
の
河
川
の
水
質
や

ご
み
の
状
況
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
実

際
に
海
岸
で
回
収
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
実
物
を
確
認
し
な

が
ら
海
洋
ご
み
の
現
状
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
微
細

な
サ
イ
ズ
で
製
造
さ
れ
た
一
次
的
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
、
大
き
い
サ
イ

ズ
で
製
造
さ
れ
て
劣
化
や
破
砕
な
ど
で

微
細
な
サ
イ
ズ
に
な
っ
た
二
次
的
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
人
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

米
沢
市
で
は
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
形
成
の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て

進
め
る
た
め
令
和
４
年
７
月
に
「
米
沢

市
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
が
河
川
を
と

お
り
海
洋
へ
流
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
防

ぐ
た
め
、
日
頃
か
ら
清
掃
活
動
を
行
い
、

ご
み
の
適
正
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

飯
豊
バ
ス
研
修

飯
豊
バ
ス
研
修

　
日
本
人
の
睡
眠
時
間
は
世
界
的

に
見
て
も
短
い
傾
向
に
あ
り
、
米

沢
市
健
康
長
寿
日
本
人
推
進
プ
ラ

ン
（
Ｒ
５
年
11
月
策
定
）
に
よ
る

と
、
睡
眠
に
よ
る
休
養
が
と
れ
て

い
な
い
人
が
約
２
割
い
ま
す
。
十

分
な
休
養
を
と
る
た
め
に
は
、
単

に
時
間
の
長
さ
だ
け
で
な
く
、
睡

眠
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
質
の
高
い
睡
眠
は
、
こ

こ
ろ
と
身
体
の
健
康
に
つ
な
が
り

ま
す
。

【
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る
方
法
】

健
康
長
寿
は
良
い
『
睡
眠
』
か
ら

健
康
長
寿
は
良
い
『
睡
眠
』
か
ら

↑森林散策の様子

↑海岸で回収されたごみ

が
ん
や
肥
満
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
な
る
！

免
疫
力
向
上
・
食
べ
過
ぎ
予
防
な
ど

生
活
リ
ズ
ム
が
整
う

質
の
良
い
睡
眠

⃝

ス
マ
ホ
・
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
を
手
放
す

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
光
は
、
脳
を
覚
醒
さ
せ
ま

す
。
就
寝
１
時
間
前
に
は
見
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⃝

カ
フ
ェ
イ
ン

　
　
　
・
飲
酒
を
控
え
る

カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
や
飲
酒
は
、
睡
眠
の
質
を

低
下
す
る
た
め
、
控
え
ま
し
ょ
う
。

⃝

眠
く
な
っ
て
か
ら

　
　
　
　
　
布
団
に
入
る

心
と
体
の
眠
る
準
備
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
寝

床
に
入
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
眠
れ
ま
す
。

⃝

適
度
な
運
動
を
す
る

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ヨ
ガ
な
ど

の
運
動
を
、
寝
る
３
時
間
前
の
夕
方
か
ら
夜

に
行
う
と
深
い
睡
眠
が
得
ら
れ
ま
す
。

⃝

朝
日
を
浴
び
る

朝
日
は
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
睡
眠
サ

イ
ク
ル
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。
朝
起
き
た
ら
、

朝
日
を
約
５
分
か
ら
20
分
は
浴
び
ま
し
ょ
う
。



支
部
長　

遠
藤　
利
夫

万
世
支
部
で
は
地
域
の
美
化
活
動
と

し
て
毎
年
市
道
沿
線
に
花
の
植
栽
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
万
世
郵
便
局

か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
桑
山
団
地
前

店
ま
で
の
約
６
５
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間

内
で
68
箇
所
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を

植
栽
し
ま
し
た
。

一
斉
活
動
は
春

夏
秋
の
３
回
行
っ

て
お
り
、
春
は
６

月
22
日
に
対
象
区

域
内
に
あ
る
並
木

回
り
の
草
取
り
と

土
入
れ
の
作
業
を
行
い
、
翌
23
日
に
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
天

で
あ
り
ま
し
た
が
、
地
区
住
民
や
通
行

者
の
癒
し
に
な
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
植
栽
し

ま
し
た
。

夏
に
は
植
栽
枡

や
沿
線
の
草
取
り

秋
に
は
後
始
末
を

行
っ
て
年
間
の
活

動
を
終
え
て
い
ま

す
。

県
及
び
市
で
は
県
民
河
川
・
海
岸
愛

護
デ
ー（
令
和
６
年
は
７
月
７
日
）に
合

わ
せ
て
「
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ

る
さ
と
運
動
」
と
し
て
、
河
川
敷
の
一

斉
清
掃
を
実
施
し
て
お
り
、
当
連
合
会

も
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
万

里
橋
か
ら
住
之
江

橋
ま
で
の
河
川
敷
、

松
ヶ
根
橋
か
ら
米

坂
線
鉄
橋
ま
で
の

河
川
敷
の
ほ
か
、

新
た
に
直
江
堤
公

園
周
辺
の
河
川
敷

を
重
点
清
掃
箇
所

に
設
定
し
、
地
域
住
民
の
方
を
含
め
た

約
１
５
０
名
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。重

点
清
掃
箇
所

の
他
、
市
内
各
地

で
ク
リ
ー
ン
作
戦

や
川
そ
う
じ
が
実

施
さ
れ
、
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
活

動
が
で
き
ま
し
た
。

米
沢
市
で
は
海
洋
ご
み
の
流
出
削
減

の
呼
び
か
け
や
環
境
問
題
を
体
験
等
で

楽
し
み
な
が
ら
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
す
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
環
境

フ
ェ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
11
月
９
日
に
九
里
学
園

高
等
学
校
及
び
ナ
セ
Ｂ
Ａ
周
辺
を
会
場

に
設
け
ら
れ
た
、
25
の
体
験
や
展
示

ブ
ー
ス
に
は
、
約
４
０
０
人
が
訪
れ
、

当
連
合
会
も
活
動
報
告
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

体
験
の
一
つ
に
、
海
洋
ご
み
の
流
出

削
減
へ
の
理
解
促
進
を
目
的
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
ご
み
拾
い
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
九
里
学
園
高
等
学
校
か
ら
ナ
セ
Ｂ
Ａ

ま
で
の
区
域
で
拾
っ
た
ご
み
の
種
類
や

量
に
よ
る
得
点
を
競
う
こ
と
で
、
楽
し

み
な
が
ら
、
地
域
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

ご
み
の
現
状

な
ど
に
つ
い

て
の
理
解
を

深
め
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
市

内
の
小
中
高

生
を
対
象
に

自
分
た
ち
が

で
き
る
環
境

問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
学
習
発
表
会
も

行
わ
れ
、
発
表
部
門
は
４
団
体
２
個
人
、

展
示
部
門
３
団
体
５
個
人
の
延
べ
68
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表
・

展
示
も
非
常
に
質
が
高
く
、
観
覧
し
た

大
人
も
気
づ
き
を
得
た
り
、
感
心
さ
せ

ら
れ
る
内
容
ば
か
り
で
し
た
。そ

の
他
に

も
、
海
岸
漂

着
物
の
回
収

体
験
や
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
の

工
作
体
験
、

ご
み
収
集
車

の
試
乗
体
験

な
ど
の
親
子

で
楽
し
め
る

体
験
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
森
の
働
き
の
展
示

な
ど
、
環
境
問
題
を
知
る
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
展
示
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

当
連
合
会

で
は
、
こ
う

し
た
イ
ベ
ン

ト
に
は
積
極

的
に
参
加
し
、

連
合
会
の
活

動
や
意
義
を

周
知
し
て
い

き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

万
世
支
部
の
活
動
報
告

万
世
支
部
の
活
動
報
告

き
れ
い
な
川
で

き
れ
い
な
川
で

��

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動

よ
ね
ざ
わ

よ
ね
ざ
わ

環
境
フ
ェ
ス
２
０
２
４

環
境
フ
ェ
ス
２
０
２
４
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ごみ拾いサポーター募集

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

米 衛 連 の 事 業

※納入いただいた組合費はこのように活用されています。

米
衛
連
役
員

会
　
長
　
渡

部

一

雄
（
窪
田
）

副
会
長
　
岡

村

康

郎
（
南
原
）

〃

　
遠

藤

新

悟
（
松
川
）

〃

　
小
　
林
　
秀
　
一
（
南
部
）

〃

　
齊
　
藤
　
麗
　
子
（
松
川
）

監
　
事
　
綿
　
貫
　
藤
　
雄
（
中
部
）

〃

　
高

橋

利

和
（
西
部
）

※�

米
衛
連
だ
よ
り
編
集
委
員
は
右
記

役
員
が
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

当
連
合
会
で
は
、
地
域
美
化

や
生
活
衛
生
環
境
を
保
全
す
る

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
ペ
ッ
ト

の
飼
主
に
散
歩
時
の
フ
ン
の
適

正
処
理
を
周
知
す
る
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
事
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
狂
犬
病
予
防
接
種

集
合
注
射
会
場
に
来
場
し
た
飼

主
に
対
し
、
フ
ン
害
防
止
啓
発

チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
ま
し
た
。

予
防
接
種
は
５
月
７
日
か
ら

５
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
延

べ
１
１
８
８
頭
が
接
種
を
受
け

て
お
り
、
多
く
の
飼
主
に
ペ
ッ

ト
の
フ
ン
の
適
正
処
理
を
呼
び

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

米
沢
市
で
は
、
気
軽
に
自
由
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

す
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
者
に
は
、Zero W

aste  
W

alk

監
修
の
ご
み
拾
い
バ
ッ
ク
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
環
境
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マナーアップ事業 受彰者のご紹介受彰者のご紹介

●
米
沢
市
衛
生
組
合
連
合
会

　
市
長
感
謝
状
（
個
人
２
名
）

�

大
　
越
　
千
恵
子
（
山
上
）

�
吉
　
田
　
迪
　
江
（
西
部
）

　
会
長
表
彰
（
１
団
体
７
個
人
）

�

Ｆ
Ｃ
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
（
上
郷
）

�

小
　
野
　
幹
　
雄
（
中
部
）

�

矢
　
萩
　
み
き
子
（
北
部
）

�

塚
　
田
　
と
し
子
（
窪
田
）

　
　
中
　
村
　
聡
　
子 （
西
部
）

�

我
　
妻
　
岩
　
子
（
南
部
）

�

片
　
平
　
博
　
子
（
南
部
）

�

志
　
田
　
友
　
紀
（
南
原
）

�

（
敬
称
略
）

１　
指
導
者
の
育
成
と
組
織
の
強
化

（
１
）�

研
修
会
を
開
催
し
地
区
指
導

者
の
育
成
を
推
進

（
２
）�

各
種
大
会
、
研
修
会
へ
の
参
加

（
３
）�

各
支
部
へ
組
織
育
成
の
た
め

の
助
成

（
４
）
広
報
紙
に
よ
る
啓
蒙
活
動

２　
支
部
活
動
へ
の
助
成

　
研
修
会
、
環
境
美
化
運
動
、
健
康
教

室
及
び
環
境
保
全
等
の
支
部
活
動
推
進

の
た
め
の
助
成

３　
実
践
活
動

（
１
）
環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と

　
①�

ペ
ッ
ト
（
犬
・
猫
）
の
排
泄
物

の
適
正
処
理
及
び
飼
い
主
の
モ

ラ
ル
向
上
の
た
め
の
指
導

　
②
ご
み
収
集
所
の
適
正
管
理

　
③
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発

　
④
地
区
の
美
化
活
動
の
実
施

　
⑤�

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
実

践
・
啓
発

　
⑥�

ご
み
の
減
量
及
び
再
資
源
化
へ

の
協
力

　
⑦�

き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
運
動
へ
の
参
加

（
２
）
保
健
衛
生
に
関
す
る
こ
と

　
各
種
健
診
の
受
診
啓
発

収 入

支 出

事業費
4,982,150円

会費
 2,327,000円
世帯当たり100円

支部活動費助成
米衛連だより製作費、研修費 など

貸出看板製作費
支部活動費助成
米衛連だより製作費
研修費 など

雑収入  7円
繰越金　
 265,143円

　総務費　
　 390,000円

市からの補助金
 2,390,000円

予備費　
 10,000円

 組織活動育成費　
  2,722,150円

 公衆衛生対策費　
  1,860,000円

＜令和６年度事業費の内訳＞

受彰者の皆様、誠におめでとうございます。

　
米
衛
連
で
は
、
生
活
環
境
の
整
備
と
市
民
衛
生
思
想
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

↑
使
用
イ
メ
ー
ジ


